
「主体的・対話的で深い学び」を保障する授業の具現化 
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○ 研究大会実践の解説 

２年「チャレンジ☆おもちゃランドであそぼう！」 

 ○ 研究大会の成果・課題を踏まえた実践 
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平成 30 年度 附属函館小学校研究について  
平成 30年度 北海道教育大学附属函館小学校 研究テーマ  

 「主体的・対話的で深い学び」を保障する授業の具現化 

～「学びの文脈」に基づいた各教科等の単元のデザイン ～ 
* 課題設定の理由と研究の経緯 については，「研究のまとめ」を参照して下さい。 

 

1. 「単元のデザイン」とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まず前提として，授業づくりを行う時に重視しなくてはいけないのが，主体的・対話的で深い学びを通

して，単元の目標を確実に達成することです。そのための，「単元のデザイン」は，本校では 3つのステ

ップにより行われています。 

 最初は，単元の目標を分析し，目指す子供の姿に至るまでの単元の構想をします。学習指導要領の内

容を確認したり，各教科書会社の教科書を比較したりすることなどを通して，どのような学びを展開す

れば，単元の目標が達成できるのかを考えます。その時，単元の終了時における目指す子供の姿から逆

算し，どのような過程を経てその姿になるかを構想することも重要です。このようにして，単元の構想

をすることが，第 1のステップです。 

 次は，その学習活動の流れを，子供の問題解決のストーリーの視点で，整理します。先述の通り，主

体的・対話的で深い学びを通して，資質・能力を獲得・育成していくには，子供が学びたいと思える

「問題解決のストーリー」が重要になります。子供の実態を捉え，単元における問題（課題）を解決す

ることに，必要感や必然性を感じるような単元になるよう整理することが，第 2のステップです。 

 最後に，「学びの文脈」を生み出したり，つないだりするための教師の支援や手立てを具体化します。

「学びの文脈」を通して，子供が主体的・対話的で深い学びをしていくには，適切な教師の関わりが重要

です。それは時に直接的な関わり（対話や発問など）であったり，間接的な関わり（場の設定や環境整備

など）であったりします。また，各教科等の特質や単元のもつ特性，児童の実態などにより，その手立て

は多様になり得ると考えています。その手立てについて考え，単元の中で適切な支援ができるよう具体

化していくことが，第 3のステップです。 

 



 2. 単元における資質・能力の育成を支える「学びの文脈」 

 

 

 

 

 

 これまでの研究で，資質・能力

の育成のために「学びの文脈」が

重要であることはわかってきまし

た。そして育成を目指す資質・能

力については上の 3つがあるとさ

れています。 

 これまで本校では，「学びの文脈」

は①の資質・能力の育成に資するも

のと考えてきました。 

 今年度は，本校において育成を目

指す資質・能力の軸を①としながら，

その単元で育成を目指す資質・能力

が②や③の資質・能力の育成にどのようにかかわり，「学びの文脈」上でどのように表されるかを追究

しています。 

  具体的には，単元の学習終了時や，その教科等を学び進めた時，あるいは将来的な（各教科等の目標

に沿った）子供の姿として授業者がイメージし，それに向かう姿が見られようにすることに挑戦してい

ます。そのために，指導案上で「学びの文脈」を図化することで，①の資質・能力の育成はもちろん，

②や③の資質・能力とのつながりを捉えることができることを期待しています。 

   

3. 「学びの文脈」を生み，つなげる具体的手立て  

 今回の研究では，これまでに行わ

れてきた授業づくりにおける具体

的な手立てを，各教科等の資質・能

力の育成という視点からもう一度

見直し，単元の学びをどのようにつ

ないでいるのかを示すことに挑戦

しています。これにより，授業にど

んな学習活動を盛り込むことで「学

びの文脈」を生み，資質・能力を育

成することができるかを，より明確

に見出すことができると考えまし

た。 

 「学びの文脈」を”生み出す”ための手立ての多くは，単元や題材を選びません。また，教科等も限定さ

れない（汎用性が高い）ことも多いです。例えば，「気付きを生む資料と出会う」ことや，気付きから「単

元テーマ」を設定するなどの手立てです。その多くは教科横断的に活用できると言えます。 

 そして「学びの文脈」を”つなぐ”ための手立ては，各教科等の特質に応じて行われる（「見方・考え方」

を鍛える）学びの場面で多く見られます。例えば，「教師との対話により目標に迫る」「既習との関連を明

確にして統合的・発展的に学ぶ」などです。その多くは，より「深い学び」を実現する手立てとして，活

用できると言えます。 

① 教科等の枠組みを踏まえながら、社会の中で活用できる資質・能力（国語力・数学力など） 

② 教科等を越えた全ての学習の基盤として育まれ活用される資質・能力（言語能力・情報活用能力など） 

③ 現代的な諸課題に対応できるようになるために必要な資質・能力（安全で安心な社会づくりのために必要な力など）  

中央教育審議会答申（中教審 197号），p27 



生活科 研究大会実践の解説
単元名 ２年「チャレンジ☆おもちゃランドであそぼう！」

（１）単元における，資質・能力の育成を支える「学びの文脈」

本単元では，動くおもちゃ作りの活動を通して，子供同士の対話から自らの遊びを創り出し，よりよ
くしていこうとする子供の姿
・ 遊びをよりよくしていくために，現時点での自分の課題に気付き，気付きの質を高めていくことで
課題を解決してこうとする姿。

・ 対話を通して協働しながらおもちゃをよりよくしていこうとする姿

を目指し，以下の通り「学びの文脈」を構想しました。

ア 国語科「おもちゃ大会を開こう」の学習から，「きつつき」を読み取って実際に作
ることを通して，「動くおもちゃ」の作り方や本質について知る。
イ 教師が作った「動くおもちゃ」の演示を見て，「きつつき」以外の「動くおもちゃ」
のイメージもち，「動くおもちゃ」の定義について全体で共有する。
ウ 本や教科書などを調べて自分が作りたい「動くおもちゃ」を決定する。

エ 自分が選んだおもちゃを自分の思った通りに作る。
オ 自分と同じ視点（動力）でおもちゃを作っている人が集まってグループを作り（お
もちゃ研究所），おもちゃがよりよく動いて楽しくなるように協働しながら研究（工
夫）する。
カ それぞれの研究所で研究したおもちゃを使ってみんなで楽しいおもちゃランドを
開く。

キ １年生も楽しめるよう，おもちゃのルールを考え直したり今までのおもちゃを改
良したりしてみんなが楽しめるおもちゃランドを開く。

「チャレンジ☆おもちゃランドであそぼう！」

自分の身の回りにあるも
のを使って動くおもちゃ
を作る

自分と同じ視点でおもちゃ
を作っている人が集まった
研究所で，おもちゃがより
動いて楽しくなるための研
究をする。

それぞれの研究所で研究し
たおもちゃを使って，みん
なで楽しいおもちゃランド
を開く。

１年生も楽しめるよう，おも
ちゃのルールを考え直したり
今までのおもちゃを改良した
りしてみんなが楽しめるおも
ちゃランドを開く。

【将来的に目指す子供の姿】
・ 友達との伝え合いの中で自分の課題を解決し，自分の生活をよりよくしていこうとする姿
・ 自分を取り巻く環境に進んで関わり，意欲や自信をもって学び，生活していく姿

パッチンがえるは，どう
して跳ぶのかな？すごいな
あ！作ってみたいな！

ゴムがついているよ！ほか
にもゴムの力で動くおもちゃ
を作ってみよう！

もっとおもしろい動くお
もちゃにならないかな？

楽しいおもちゃになってき
たよ！ほかの研究所ではどん
なおもちゃを作っているのか
な？

楽しいおもちゃランドになったね！
今度は１年生を招待して，みんなで楽
しめるおもちゃランドにしようよ！

国語科「おもちゃ大会を開こう」との合科・関連的指導

【開始期】
身の回りにあるものを使って，
動くおもちゃを作ろう！

【展開期①】
おもちゃ研究所で，動くお
もちゃの研究をしよう！

【まとめ期】
みんなも１年生も楽しめるおもち
ゃランドを開こう！

【展開期②】
研究した動くおもちゃを使って，チャ
レンジ☆おもちゃランドを開こう！

どうしたらもっと楽しい
おもちゃになるか，みんな
と一緒に研究しよう！

ほかの研究所のおもちゃで
も遊んでみたいな！

1年生のためにルールやおもちゃを
作り直したりほうがいいかな？

まとめ期

展開期

開始期



（２）「学びの文脈」を生み，つなげる具体的手立て
学びの文脈を生み，つなげることができるよう，下記のような３つの手立てを行いました。

手立て① 気付きを引き出し，質を高めていくことができるような教師の言葉がけ

ア～キ 子供が自分自身の思いや願いから課題を設定していくことができるよう，教師が意図的な対話
や応答をするといった言葉がけの工夫をしていきました。その際には，子供がどの時点でどんな
課題に直面しているのかを事前に把握し，その姿から次の気付きの高まりに必要だと思われる言
葉がけの内容を想定しておきました。言葉がけの際には，Ｔ１を中心にＴ２，Ｔ３と活動の際の
子供の姿を共有し，活動の中心となるＴ１の発問や対話，応答に生かせるようにしてきました。
特に①友達と対話する場，②自分でやってみる場，③教師に質問したり本で調べたりする調査

の場，が設定されている時間では，子供自身が今解決するべき課題がどんなことで，その解決の
ためにどの場で活動することが必要なのかに気付き，場を選択することができるように言葉がけ
をしていきました。

手立て② 課題の解決に向けた対話的な場の設定

エ～キ 自分のおもちゃがうまく動かないことで生まれた自分の
課題を解決するために，お互いの情報を伝えたり質問したり
する必要感が生まれるような場を設定しました。
エ では，それぞれ違うおもちゃを作っていても，お互い

のおもちゃに対する気付きを交流する場を設定することで，
今後の課題解決にむけたそれぞれの意見を参考にできるよう
にしました。
オ では，同じ視点の課題をもっている人で一つの「研究
所」を作り，どうすればより動き，楽しいおもちゃを作るこ
とができるかを研究できるようにしました。また，各研究
所の必要感に応じ，研究所間交流の場（チャレンジ☆おも
ちゃ会議）を設定しました。その際，教師が各研究所の課題
を把握し，似たような課題をもつグループや相互補完的な関
係をもつことができるような研究所を意図的に抽出し，グル
ープ間同士の工夫やアドバイスを交流する場を設定しました。

気付き① 気付き② 気付き③ 気付き④

ゴムの力で ゴムを２本 友達と競争 みんなと相談
ヤクルトの入 にしたら，も したら，とっ して，的当てを
れ物をとばせ っと遠くにと ても楽しかっ 作ることにした
たよ！ んだよ！ たよ！ よ。もっと楽し

くなりそう！

言葉がけ① 言葉がけ② 言葉がけ③ 言葉がけ④

すごいね！ さすが！ 同じおもち どんな的当
もっと遠くに そのおもち ゃを作っている てにするの？
とばすことっ ゃでどうや 人同士で楽しく 的は遠くに置
てできるのか って遊ぶの？ なる方法を考え くのかな？
な？ たらどう？

ゴ
ム
を
二
本
に
増
や
し
て
み
た
ら

ど
う
な
る
の
か
な
？

友
達
と
遠
く
に
と
ば
す
競
争

を
し
て
み
た
ら
楽
し
そ
う
だ
な

み
ん
な
で
相
談
し
た
ら
，
も
っ
と
楽

し
い
方
法
が
見
つ
か
り
そ
う
だ
な
。

友
達
と
相
談
し
て
，
ル
ー
ル
も
決
め
な

く
ち
ゃ
！

高まり 高まり 高まり 高まり

子供の見取りをＴ１,Ｔ２，Ｔ３で情報共有する

対話

試行 調査

めざすこ
とをかい
けつ！

「伝え合う力」の資質・能
力を高める

気付きの質を高めながら課題を
解決していくための場の設定



手立て③ 課題を共有できるようなＩＣＴの活用

エ～キ 自分とはちがうおもちゃを作っているグループの子たちが，現在どんなことで悩み，これま
でどんな工夫をしてきたのかがわかるよう，グループごとの活動の様子を iPadで記録しました。
その画像や動画を互いに見合うことで，それぞれのグループの課題を共有することができました。
このように課題解決にむけてそれぞれの立場からアドバイスをし合うよう，意図的に場を設定

しました。

研究所内での対話の様子 おもちゃ会議での対話の様子

動画を見て各研究所の課題についてアドバイスし合う様子



生活科 研究大会実践の成果と課題

成果

本実践で一番大切にしてきたことは，子供たちが友達や教師との「対話」を通して，自分の現在の課
題を解決するための場を自分で選択できるようにすることでした。そのために教師は，課題解決の場と
なるような環境の設定を意図的に行いました。また，子供一人一人の気付きを見取り，気付きの段階を
想定した言葉がけを意図的に行っていく支援をしていきました。
その結果，子供たちの中に１時間ごとの活動に対する必要感が生まれ，どの場に行けば現在の課題が

解決できるのかを考え，選択できるようになったと思います。
ここでは学びの文脈を生み出す手立てがどのような成果をあげたのかについて述べていきます。

学びの文脈の中には，２つの大きなゴールのある課題が生まれました。１つ目は「２年生同士で楽し
むおもちゃランドを開くこと」，２つ目は「１年生を招待するおもちゃランドを開くこと」です。「対
話」をもとに協働して課題にむかっていく「研究所」の単位は変わることはなかったのですが，２つの
課題に対しての視点がはっきりと変わりました。１つ目のゴールへの視点は「おもちゃがよりよく動く
と楽しくなる」「２年生みんなが楽しくなるルールにする」という視点です。２つ目のゴールへの視点
は「１年生が楽しくなるために，改良する（よく動くおもちゃにする）」「１年生が楽しめるためのル
ールに変える」という視点です。どちらの視点も，自分一人ではいいアイデアがうかばないので，友達
や先生と対話したり，改良するための方法を本で調べたりする必要感が生まれました。

手立て① 気付きを引き出し，質を高めていくことができるような教師の言葉がけ

気付きを引き出し，質を高めていくための言葉がけには，何より「見取り」が重要です。その子が今
どんな課題に直面しているのか，どんなことに意義を見い出しているのかを即時的に見取り，その場で
問い返したり価値付けたりしていくことで，子供が違う気付きを得たり，質を高めていったりして，次
の課題を見い出す姿がみられました。即時的価値付けを重ねていくことは，評価の質を上げていくこと
にもなります。
生活科においての評価には，行動観察のほか，発表をよくする子についてはその様子を参考にしたり，

そうでない子については多くはワークシートなどに絵や文で書き出したものを参考にしたりして評価す
ることが多いと思います。しかし，質の高い気付きをしている子であっても，絵や文で表出することが
苦手で「書けない～。」と悩む子が多くいるのも事実です。ですから，すべての子供の評価をするのに
最適なのは，実は「対話」なのだと私は考えています。１時間ですべての子供と対話して評価するのは
難しくても，意図的に「対話」することで評価していこうとすると，単元を通してすべての子供と対話
することが可能になり，それをそのまま評価としていくことができるのです。

今回は，活動を通して生まれた研究所ごとの課題（ワークシートに表出したもの）やそれぞれの子供
たちが気付きの質を高めるための言葉がけを想定した表を作成し，Ｔ１～３で共有しながら支援してい
きました。

文脈の中に生まれた２つのゴール

2年生ランドの様子 １年生ランドの様子

２つのゴールにつながる手立てについて



手立て② 課題の解決に向けた対話的な場の設定

＜課題解決のために子供自身が選択できるような場の設定について＞

動力が同じおもちゃを作っている子供同士がグループになり，研究所内で課題解決をする「試行」と
「調査」の場，研究所の枠を超えてお互いの課題解決にむけて話し合う「対話に特化した場」を行った
り来たりして活動できる場の構成は効果的であったように思います。
低学年の発達段階においては，「思考と表現」は一体化されています。生活科の授業構成ではその特

質を生かした単元の構成や学習活動の構成が必要だとされてきました。この「おもちゃづくり単元」で
は友達と対話しながら思考する場を意図的に設定しました。子供たちはその場でアドバイスをもらって，
行ったり来たりしていました。気付きの初歩段階から，様々な人と対話することによってどんどん気付
きが引き出され，質の高まりを目の当たりすることができました。

このようになるためのきっかけとしては，手立て１でも述べたように，教師の言葉がけによって「今
ぼくが困っているのはこんなことだな。」と子供が気付いたことです。そして「この場所に行ったら解
決できるかもしれない。」と考え，自分の課題解決の場の選択ができるようになったことです。行った
り来たりを繰り返すようになると，ほとんどの子供が教師からの言葉がけがなくても，「今の自分に必
要な場所はここ」と自分で考えて活動の場を選択できるようになりました。

子供たちからは，「〇〇さんからアドバイスをもらったから，すごく動くようになったよ！」「みん
なで考えるとどんどん楽しくなっていくね！」「早くみんなとランドにして遊びたいな！」などという
声が聞こえてきていました。その言葉はそのまま互恵的関係性を築くことにつながり，相互評価の場と
もなりました。これは，対話することを通して，単元の達成目標である「みんなと楽しみながら遊びを
創りだそうとする力」が達成された姿だと捉えています。そして生活科の究極の目標である「自立し，
生活を豊かにしていく力」につながることができたと感じています。

ここがうまくいか
ないんだね。もっと
強くしてみたら？

試行の場（研究所での活動）
さっき言われ

てみたとおりに
すると…

対話に特化した場（おもちゃ会議）

このタイヤの穴
をもうちょっと大
きくしてみたらど
う？

さっき言われ
てみたとおり，
新しいのに変え

てみよう！



手立て③ 課題を共有できるようなＩＣＴの活用

各グループが現在抱えている課題がどんなことなのかについて，動画で全体共有したことは，大変有
効でした。全く違う動力のおもちゃを作っている子供たちも，動画を見ることによって「こんなことし
たほうがいいんじゃない？ぼくたちも最初は似たような感じだったんだけど…」と身を乗り出して語り
だす様子がみられました。

動画を用いた臨場感のある全体交流の場によって，手立て２で述べた研究所内での「対話」や研究所
を越えてグループごとの必要感に応じた「おもちゃ会議」と同様に，子供一人一人が「自分事」として
他のグループの活動を考えることができました。

課題

評価の方法として一番有効であるのが教師と子供との「対話」であるということを実感することがで
きました。すべての子供と「対話」しながらどう即時的価値付けを行ってくかがこれからの大きな課題
であると考えます。本実践は学年生活ということで，２クラス６９名の子供たちを見取るということを
求められる取組でした。特に今年度の私個人の研究テーマが「子供の実態に合わせた気付きの質を引き
出し高める教師の言葉がけ」でしたので，６９名の子供たちを見取る方法に苦慮しました。Ｔ１～Ｔ３
の教師で見取りの観点を共有し，考えられる気付きを想定した上で，どんな言葉がけをするのかを考え，
また共有する，ということを繰り返してきましたが，いつも３人の教師がこのようにかかわりながら支
援していけるわけではありません。今回は「おもちゃづくり単元」でしたが，ほかの単元ではどのよう
に取り組んでいればよいのかを試行錯誤していきたいと思います。

手立て２の「対話的な場の設定」手立て３の「課題を共有するためのＩＣＴの活用」は非常に有効で
したので，他の単元ではどのような場の設定が有効なのかを活動の構成を考える際にも取り入れたいと
思っています。

動画を見てグループの活動の様子を全体交流している様子



実践提案 「個に応じた見取りを大切にした単元作り」

単元名 ２年「おいしくそだってね！わたしのトマトさん」

（１）単元における，資質・能力の育成を支える「学びの文脈」

本単元では，子供たち一人一人がトマトを育てる活動を通して
・ トマトの変化や成長の様子に関心をもって働きかけることができる
・ トマトの成長に気付き，親しみをもって大切にしようとする

ことができるよう，「学びの文脈」を次のように構想しました。

ア 身の回りの春を見付け，夏への移り変わりを体感する。
イ 夏に育つ植物について知る。
ウ 本や教科書などを調べて自分が育てたい夏野菜を決定する。

エ トマトの植え方について知り，種を植えるとともに自分のトマトに名前をつける。
オ 自分のトマトと対話しながらトマトの世話をする。
カ トマトの世話をしていて気が付いたことを友達と伝え合う。

キ トマトを収穫し，今までの世話の様子を振り返る。
ク これまでの活動を振り返りながらトマトのアルバムを作成し，考えたことや感じ
たことを友達と伝え合う。

開始期

展開期

「おいしくそだってね！わたしのトマトさん」

身の回りの季節の変化
を感じ取り，夏に育つ植
物を見付ける。

【将来的に目指す子供の姿】
・ 友達との伝え合いの中で自分の課題を解決し，自分の生活をよりよくしていこうとする姿
・ 自分を取り巻く環境に進んで関わり，意欲や自信をもって学び，生活していく姿

春には桜が咲いていたけ
ど，もう今は緑の葉っぱだ
けになったね。

夏が近づいてきているよ。
夏に育つ植物は何なのかな。

【開始期】
春から夏に変わってきてい
るところを見つけよう！

【展開期①】
夏野菜のトマトさんを育てよう！

【まとめ期】
トマトさんの成長をアルバ
ムにまとめよう！

たくさん実ができるよう
に毎日お世話をがんばる
よ！

困った時には友達からアドバイスし
てもらってとても助かったよ。

気が付いたことや困ってい
ることを伝え合い，自分のト
マトが着実に成長していくよ
う世話と観察を続ける。

自分が育てるトマトに名
前をつけ，世話をするとと
もに，成長の様子を見てき
がついたことを記録する。

ぼくのトマちゃんは最初
はとっても小さな種だよ。

葉っぱがもじゃもじゃにな
って，けんかしちゃっている
んだ。どうしたらいいかな？

茎が倒れてきてしまってい
るんだけど，どうしたらまっ
すぐになるのかな？

今までの活動を振り返っ
て，自分の思ったことを伝え
合い，それをもとにトマトの
成長アルバムを作る。

とまみちゃんはすごく大きくなった
よ！私ががんばってお世話したからだ
ね。

まとめ期



（２）「学びの文脈」を生み，つなげる具体的手立て

学びの文脈を生み，つなげることができるよう，下記のような２つの手立てを行いました。

手立て① 気付きを引き出し，質を高めていくことができるような教師の言葉がけ

研究大会の課題にもあげていたように，気付きを引き出すためには「即時的価値付け」が重要です。
動植物の観察においては，自分の思いをうまく表出できず，ワークシートに書けない子が多くいます。
そのためこの単元では教師と子供の対話を特に重要視し，子供とトマトのかかわりをつぶさに見取るよ
うにしました。

ア～ク 子供が自分自身の思いや願いから課題を設定していくことができるよう，教師が意図的な対話
や応答をするといった言葉がけをしていきました。その際には子供がどの時点でどんな課題に直
面しているのかを事前に把握し，その姿から次の気付きの高まりに必要だと思われる言葉がけの
内容を想定しておきました。
この単元は，トマトの成長の様子をワークシートに記録していく活動が多くなるため，ワーク

シートによる見取りと教師と子供の対話による見取りを意図的にリンクさせることを心がけまし
た。

今日のスイーツさんはかれていまし
た。とてもげんきがなかったので，こえ
をかけてみたら，すこしげんきになった
気がしました。そしてトマトさんがすこ
しくろくなっていました。

さいしょにトマちゃんにあったとき，
とても小さかったトマちゃん，あまりお
水をあげられなかったけど，「だいじょ
うぶ！」と言ってくれました。だけど，
ようしゃなくつちをすててしまいまし
た。さよならトマちゃん，ありがとう！

さいしょはとても小さかったんだね。で
も，ここまで大きくなったのは一生懸命お
世話をしたからだね。だから，だいじょう
ぶって言ってくれたんじゃないかな。

トマトさんは元気になったよって言って
たんだね。どうしてトマトさんは黒くなっ
ていたのかな？



手立て② 対象との対話の場の設定

エ～キ 自分のトマトに名前をつけて育て，トマトとお話して気持ちを考えながらお世話をすることに
しました。「トマトさんとお話をする時間だよ」とあえて設定していくことで，しっかり様子を
観察して自分の気付いたことについて内省的対話をするようになると考えました。内省的な対話
とは，自分の中の自分と対話することで，無自覚だった気付きが自覚化していくことにつながる
と考えました。
対象と対話をする際には，十分な時間の保障をすることを大切にしました。２時間続きの１時

間目に対象との対話をする時間を設定し，２時間目を対話（観察）してわかったことをワークシ
ートに書く時間としました。研究大会の成果と課題でも前述しましたが，低学年の発達段階では
思考と表現が一体化することが多いため，活動の時間や場の設定も弾力的であることが求められ
ます。おもちゃづくり単元では，思考と表現の場をあえて特化して行ったり来たりする場を設定
しましたが，この単元では十分な時間を保障し，活動にひたることができるようにすることで，
気付きを引き出し質を高めることができるようになると考えました。

トマトとの対話を友だちと伝え合うことを大切にしました



今年度の研究を通して

成果

気付きの質を高めるためには「対話」が不可欠である

今回の実践は，「対話」が一つのテーマでした。子供たちの「対話」のスタイルによって，どのよう
に気付きを引き出すことができるのか，また気付きの質を高めることができるのかを考えて実践してき
ました。研究大会の実践単元の「おもちゃ作り」のように「対話」する場を意図的に設定し，自分の課
題が解決できそうな場を選択できるように場の設定を行うと，子供たちは教師のはたらきかけがなくて
も自分で場を選択し，課題解決にむかっていくことがわかりました。また，「栽培単元」では，トマト
を擬人化し，「トマトさんと対話する」ことで自覚されていない気付きが自覚化されていく様子がみら
れました。
これらのことから，各単元における「対話の場」をどのように設定していくのかを検討し，学習活動

に組み込んでいくことで，子供一人一人の気付きを引き出し，高めていくことができると考えます。こ
こで忘れてはならないのが，「対話の場」は子供たちの思いや願いにそったものでなくてはならないと
いうことです。教師が意図的に設定する場であっても，子供たちにとって必要感のないものであれば，
気付きを引き出すことはできません。生活科の大前提である，活動は子供の思いや願いから生まれるも
のであり，教師の意図と子供の思いや願いが一致していくような仕掛けがなされていかなければならな
いのは言うまでもありません。
また前述の通り，思考と表現が一体化しているという低学年特有の特徴を生かした対話の場でなけれ

ば，どんな工夫がされていたとしても効果的な場とならないでしょう。

課題

個に応じた見取りの方法を追究する

今回の実践で紹介しました手立ての中に「気付きを引き出し，質を高めていくことができるような教
師の言葉がけ」がありました。このような言葉がけをしていくためには，各単元それぞれでの気付きの
質の高まりを想定しておかなければなりません。今回の実践では，最後に資料として貼付しました「見
取りと言葉がけの表」を作成しました。これは研究所というグループを見取ることで個の見取りをして
いく形で進めました。「栽培単元」では，グループ単位の見取りではなかったので，ワークシートと個
別の対話での見取りになりました。これは即時的価値付けの具体的な姿としてとても有効でしたが，単
元によっては即時的価値付けが難しいものもあると思います。
例えば，一般に「お手伝い単元」といわれる「自分のことは自分でできるようになる」ことをねらっ

た単元のように，家庭での活動をもとに考えていく活動では，振り返りの場面やお互いの活動を伝え合

教師と子供

子供と子供

自分自身

対話の積み重ねが
評価となる

それぞれの対話が
なされることによっ
て気付きの質が高
まっていく

対話

は，それぞれの対話の結果，得た気付きが双方向に関わり合い，関連付け
られていくことを繰り返す様子を表しています。本実践では，このような対
話による関連付けが気付きの質の高まりに極めて重要であることを確かめる
ことができました。



う場面の即時的価値付けは可能でも，実践している場面での価値付けは難しいものです。生活科は「具
体的な体験や活動を通して」身近な生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し生活を豊かにしていく
資質能力を育むという教科の特質があるため，教師にとっても子供にとっても活動が具体的で，イメー
ジが共有化できている場面が重要であることはいうまでもありません。教師にとってはそのような具体
的な場面こそが即時的価値付けができる絶好の場面であり，そういった場面を見逃してはならないと私
は考えています。

実践をふまえての展望

「教師との対話」による見取りが，記述したものや発表する内容よりも，評価にあたっては時として
有効であることが多いことがわかりました。「対話」を見取りの方法として最優先させた時，すべての
子供と「対話」を重ねる難しさをより汎用的にしていく有効な方法を追究していくことが，これからの
課題であると感じました。



研究所名 課 題 見取りと言葉がけ

豆豆研究所 ・魚を増やす ・豆の磁石をはがれな
（磁石の力・魚 いようにする
つり） 「よび」

・段ボールを下に敷く

ふき矢研究所 ・うまくあたるか ・まとをふやす
（空気の力・ス ・玉をなくさない
ト ロ ー ま と あ
て））

コプター研究所 ・ちゃんとしっかりうごいたりするお
（ゴムの力・ゴ もちゃにする
ムコプター） ・１年生がびっくりしてものすごく楽

しそうなおもちゃにする。

１い２い３い４ ・ちゃんとできるかできないか？
いおもちゃ研究
所（風の力）

ヨットカー研究 ・タイヤがスムーズに動いて，1 年生
所（風の力） が楽しめて，2 年生も楽しめるように

する。

ゴムゴム研究所 ・もっと動くようにする
（ゴムの力・ゴ ・もっと楽しくする
ムでってぽうま ・もっとおもしろくする
とあて）

ブーメラン研究 ・ちゃんとまとにあてて正確に当てら
所（風の力・ま れるようにすること
とあて・ロケッ ・実物をきれいにして１年生や２年生
ト） ランドにいっぱい楽しませることがで

きるように研究する。
【いつき・あやの】

・トイレットペーパーのしんと組み合
わせて手で押せば，ぱーんと音を鳴ら
して楽しいと言われるようにする。そ
まためには，しっかりと動くおもち
ゃにしなければならない。

かいてん研究所 ・どうやったら楽しめるのかみんなで
（まわる力） 研究する。

音楽研究所 ・どんな音が出るのかわからないけど，
（音が出る） １年生を楽しませるのが楽しみ

・どんな音が鳴るのか考えて向きを変
えてどんな音が鳴るのかを研究して
改造したい。

・もうちょっと音が出るようにしたい。

重さ研究所 ・段ボールの坂を進化させる
（重さの力・こ ・景品を作る
ろころりん）

ゴム・空気・ロ ・自分達が作るおもちゃはどうやって
ケット研究所 どのように動くのか

ＳＴＥＰ１

うまく動かない

・どうしてうまく動かないんだと思う？

・前と比べてどうなったの？

・やってみせてくれる？

・みんなが考えた工夫って何？

・うまく動くためにはこれからどこを見て
いけばいいのかな？

・変えてみたいなと思うことはあるかな？

・解決するためにはどうしたらいいかな？

・誰かにアイデアをもらったらどうかな？

ＳＴＥＰ2
ルールを改善したい

・楽しませるために，どんな作戦を考えて
いるの？

・このおもちゃの面白いところはどんなと
ころ？

・どうやって遊ぶの？

・やってみせてくれる？

・楽しるポイントはどんなところ？

・これからルールを変えていく予定はある
の？

ＳＴＥＰ3
工夫して動かしている

・どうしてうまく動くようになったの？

・前と比べてうまくいったところはどこ？

・やってみせてくれる？

・みんなが考えた工夫って何？

・いいところに目をつけているね！同じよ
うなことをしている人にとってはいいヒ
ントになるよ！研究会議に行って，アド
バイスしてあげてくれる？


